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研究集会 数式処理と数学研究への応用の序

(代表者)京都大学一松信

昭和 58年 12月 15日から 17日まで、標題の研究集会が数理解析研究所で開催され

た。 この主題については、二度目であるが、ようやく計算機による数式処理という強力

な道具の利用が定着して、諸方面に着実に利用されるようになってきたという感じを受け

る。 ただしそのためには、応用すへき諸分野の予備知識が必要である。 そのせいで、

本講究録は通読するのが困難な論文集になったのかもしれない。 しかし読者各位が、自

分自身の問題を意識しつつ、関連の深い諭文を読めば、思いがけない新しい応用が色々と

開けて来るであろう。

数理解析研究所の計算機も、これまでの DECSYSTEM-2020 から、遥か
に強力な Ec1ユ pse MV/10000 に更新され、 REDUCE-3 の移

植も成功したので、これまでよりもずっと優れた計算機環境を提供できると思う。 本講

究録が、数式処理の普及の…一…L助として活用されることを期待する。


